
■公共：公共施設等管理計画掲載事業 ■総合：総合戦略掲載事業

【　】は30年度繰越分 ■公約：公約実現化プラン該当事業 ■ロード：ロードマップ掲載事業

国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

（１）保健・医療の充実

総合 3,876 3,876 4,020 4,020 4,161 4,161

公約

継続 ソフトＢ -

- 566 566 130 432 562 0

公約

継続 ソフトＡ -

総合 2,112 2,112 4,224 2,112 2,112 4,224 0

公約

継続 ソフトＡ ロード

（337） （337）
897 898 1,795 0 0

-

継続 ソフトＡ -

（２）高齢者福祉の推進

- 1,756 1,756 3,512 781 782 1,563 0

-

継続 ソフトＡ -

公約 3,219 3,219 6,438 2,197 2,197 4,394 0

-

継続 ソフトＡ -

公約 599 599 1,198 599 599 1,198 0

-

継続 ソフトＡ -

公約 1,246 1,246 2,492 1,396 1,396 2,792 0

-

継続 ソフトＡ -

公約 3,000 3,000 6,000 0 0 0 0

-

継続 ソフトＡ -

公約

介

護

・

高

齢

者

支

援

課

○ヤングシニア層（60～70歳代）の健康寿命の延伸　　○フレイル（高齢で筋力・活力が衰えた状態）やサルコぺニア（筋肉減少症）に対するスクリーニング方法の開発
○スクリーニング及び予防の取り組みを継続的に実施できる方法を普及し、フレイル等の予防を図る

介

護

・

高

齢

者

支

援

課

○高齢者の生きがいづくり、仲間づくり　○糸島市シニアクラブ連合会の組織強化　○サークル活動を推進することによる組織の活性化

37

健康支援プログラム研究
開発事業（ヤングシニア生
きいきプロジェクト）

介

護

・

高

齢

者

支

援

課

○独居高齢者等に対するバランスの取れた食事の提供及び介護予防の取組を始めるきっかけづくり　○ヤングシニア層の働く場、活躍の場の確保
○ヤングシニア層の閉じこもり防止、仲間づくり

36

シニアクラブ元気化事業
（ヤングシニア生きいきプロ
ジェクト）

介

護

・

高

齢

者

支

援

課

○ヤングシニア層（60～70歳代）の健康寿命の延伸　○個人で健康づくり、筋力維持をしたい人のための環境整備　　○健康づくりの気運を高める

35

介護予防センター活性化
事業（ヤングシニア生きい
きプロジェクト）

介

護

・

高

齢

者

支

援

課

○ヤングシニア層（60～70歳代）の健康寿命の延伸　　○個人で健康づくり、筋力維持をしたい人のための環境整備　　○健康づくりの気運を高める

34
運動指導事業（ヤングシニ
ア生きいきプロジェクト）

健
康
づ
く
り
課

40代～50代の働く世代の年齢層をターゲットとし、中壮年期からの生活習慣病予防の取組みを行い、健康寿命の延伸、医療費等の増加抑制を図る。
※平成31年度査定　財源内訳：その他⇒ふるさと応援基金898千円、参加者自己負担金（337千円）

33

高齢者生活・健康調査事
業（ヤングシニア生きいき
プロジェクト）

健
康
づ
く
り
課

地区担当保健師と地域住民が協働で健康づくりを実施する体制を進め、より身近な校区単位で市民が健康づくりを実践することができる環境をつくり、生活習慣病対策を強化することで市
民の健康寿命の延伸を図る。

32

働く世代の健康づくり事業
（ヤングシニア生きいきプロ
ジェクト）

健
康
づ
く
り
課

胃がんリスクを断層化する検査を実施することで、将来の胃がん発症を予防し、胃がんによる死亡減少を図り、市民の健康寿命の延伸を図る。※平成31年度査定　財源内訳：その他⇒ふ
るさと応援基金435千円、検査自己負担金131千円

31

小学校区単位での健康づ
くり活動推進事業（ヤングシ
ニア生きいきプロジェクト）

健
康
づ
く
り
課

特定健康診査の受診者の自己負担を軽減することで、特定健康診査の受診率の向上を図り、市民の健康寿命の延伸と医療費等の増加抑制を図る。

30
胃がんリスク検査事業

財源内訳 事業費
合計

１　みんなが健康で元気なまちづくり

29
国民健康保険事業（臨時）

事業名 課名 特色

平成31年度 平成32年度 平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

平成31年度～平成33年度　糸島市実施計画事業一覧表

【単位：千円】

ページ
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

財源内訳 事業費
合計

事業名 課名 特色

平成31年度 平成32年度 平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ

（３）障がい者福祉の推進

- 1,714 1 1,715 5,414 1 5,415 4,972 1 4,973

-

新規 ソフトＢ -

（４）社会福祉の推進

公約 14,531 4,844 19,375 14,531 4,844 19,375 14,531 4,844 19,375

-

新規 ソフトＢ -

公約 8,726 4,364 13,090 8,726 4,364 13,090 8,726 4,364 13,090

-

継続 ソフトＢ -

公約 1,319 660 1,979 1,319 660 1,979 1,319 660 1,979

-

新規 ソフトＢ -

公約 4,784 1,595 6,379 0 0

-

継続 ソフトＢ -

（１）子育て支援の充実

公約 3,092 3,092 0 0 0 0

ロード

継続 ソフトＡ -

- 1,155 1,155 1,155 3,465 0 0

-

新規 ソフトＡ -

公約 3,257 3,257 0 0

-

新規 ソフトＡ -

公約 14,238 14,238 42,715 42,715 42,715 42,715

ロード

新規 ソフトＡ -

公共 4,356 4,356 6,146 14,858 0 0

-

新規 ハード -

波多江放課後児童クラブ
整備事業

子
ど
も
課

放課後児童クラブの環境を整備することで、入所児童が安心して安全に過ごすことのできる環境を確保する。

子ども医療費助成拡充事
業

子
ど
も
課

子どもに係る医療費の助成を拡充することにより、疾病の早期発見と治療を促進し、もって子どもの保健の向上と福祉の増進、子育て家庭への支援の充実を図ることを目的とするもの。

47

子ども医療費助成拡充事
業（システム改修）

子
ど
も
課

子どもに係る医療費の助成を拡充することにより、疾病の早期発見と治療を促進し、もって子どもの保健の向上と福祉の増進、子育て家庭への支援の充実を図ることを目的とするもの。

46

子育て世代包括支援セン
ター開設準備事業

子
ど
も
課

妊娠期から子育て期の切れ目ない支援を行う「包括的な支援」を通じて、妊産婦及び乳幼児並びにその保護者の生活の質の改善・向上や胎児・乳児・幼児にとって良好な成育環境の実
現・維持を図る。

45

糸島市子育て世代応援サ
イト“いとネット”運営事業

地
域
振
興
課

子育て世代をターゲットとしたサービス提供及び定住情報の発信を行うことで、本市への定住を促進する。

44

福
祉
支
援
課

地域共生社会の実現に向け、住民が主体的に地域課題を把握して解決する体制づくりとそれを支える市の福祉総合相談窓口を設置するため。

２　子どもが健やかに育つまちづくり

43

福
祉
支
援
課

家計から生活再建を考える必要のある生活困窮者に対し、家計の状況を「見える化」し、利用者の家計管理の意欲を引き出した上で、自ら家計管理ができるように支援する。

42
我が事・丸ごと地域づくり
推進事業

福
祉
支
援
課

本人の状況に応じた就労による自立を目指すため、一般就労に従事する準備としての基礎能力の形成を、計画的かつ一貫して支援する。

41
生活困窮者家計改善支援
事業

福
祉
支
援
課

生活困窮者が抱える多様で複合的な問題に対し、生活困窮者自身や周囲の人からの相談に応じ、各種制度や社会資源の活用を含めた様々な支援を一体的かつ計画的に行うことによ
り、生活困窮者の自立の促進を図ることを目的とする。

40
生活困窮者就労準備支援
事業

福
祉
支
援
課

認知症、知的障害、精神障害等で、物事を判断する能力が十分ではない方を支援するために市民後見人を養成し、支援体制を構築する。

39
生活困窮者自立相談支援
事業

38
市民後見推進事業

7



国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

財源内訳 事業費
合計

事業名 課名 特色

平成31年度 平成32年度 平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ

公共 1,606 1,606 2,420 5,632 0 0

-

新規 ハード -

ロード 109 26 1 578 714 109 26 1 578 714 109 26 1 578 714

-

継続 ソフトＢ -

- 34,071 34,071 0 0

-

新規 ソフトＡ -

（170,419） （170,419） （96,333） （96,333）
204,072 25,509 229,581 101,038 12,629 113,667 0

-

継続 ハード -

公約 1,333 1,333 1,693 4,359 1,333 1,333 1,693 4,359 1,333 1,333 1,693 4,359

ロード

継続 ソフトＢ -

公約 19,000 9,500 9,500 38,000 19,000 9,500 9,500 38,000 0

ロード

継続 ソフトＢ -

（２）学校教育の充実

公約 10,695 10,695 8,899 8,899 5,280 5,280

-

新規 ハード -

公約 19,268 19,268 19,268 19,268 19,268 19,268

-

新規 ハード -

- 16,926 16,926 16,926 16,926 16,926 16,926

-

継続 ハード -

ロード 4,710 4,710 4,710 4,710 4,710 4,710

-

継続 ソフトＢ -

総合 2,845 2,845 2,845 2,845 2,845 2,845

-

新規 ソフトＡ -

公約

特別支援教育専門員配置
事業

学
校
教
育
課

特別支援教育に関する様々なニーズに対応するため、全ての教員の特別支援教育に関する資質・能力を向上させるとともに、今後の糸島の特別支援教育の充実・発展に資する。

不登校対応指導員配置事
業

学
校
教
育
課

不登校からの復帰支援を、早期かつ小中連携で行うことで、より効果的な支援を実現する。

58

教職員用校務パソコン整
備事業

学
校
教
育
課

　校務の効率化及び情報セキュリティの強化を図るため教職員が校務のために小中学校で使用するパソコンの更新を行う。

57

タブレットＰＣ整備事業

学
校
教
育
課

新学習指導要領において、情報活用能力が、言語能力等と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と位置付けられ、その育成のために日常的にＩＣＴを活用した授業を可能とする環境を整
える。

56

無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）学校整
備事業

学
校
教
育
課

新学習指導要領においては、情報活用能力が、言語能力、問題発見・解決能力等と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と位置付けられ、その育成のために日常的にＩＣＴを活用した授
業を可能とする環境を整える。

55

地域型給付事業（小規模
保育事業所分）

子
ど
も
課

小規模保育事業を実施することにより、待機児童の解消を目指す。

54

ファミリー・サポート・セン
ター事業

子
ど
も
課

ワーク・ライフ・バランスにより仕事と育児を両立させ、安心して働くことができる環境を整えるため、“地域で子育て”を応援することで、児童と保護者の福祉向上を図ることを目的とする。

53

民間保育所施設整備事業
子
ど
も
課

老朽化した施設の建替えを行うとともに、待機児童の解消を図る。
※平成31年度査定　財源内訳：その他⇒ふるさと応援基金25,509千円、保育園負担分（170,419千円）

52

私立保育所等保育士確保
緊急対策事業

子
ど
も
課

各園が派遣保育士を雇用する際の経費の一部を市が補助することにより、待機児童の解消を目指す。

51

子育て短期支援事業
子
ど
も
課

保護者の疾病その他の理由により家庭において児童を養育することが一時的に困難となった場合及び経済的な理由により緊急一時的に児童を保護することが必要な場合等に、ファミリー
ホームにおいて一定期間、養育・保護を行うことにより、これらの児童及びその家庭の福祉の向上を図る。

50

加布里放課後児童クラブ
整備事業

子
ど
も
課

放課後児童クラブの環境を整備することで、入所児童が安心して安全に過ごすことのできる環境を確保する。

49

48
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

財源内訳 事業費
合計

事業名 課名 特色

平成31年度 平成32年度 平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ

ロード 1,400 4,600 6,000 1,400 4,600 6,000 1,400 4,600 6,000

-

継続 ソフトＢ -

公約 8,295 8,295 0 0

0

新規 ハード 0

- 494 494 496 1,484 494 494 496 1,484 494 494 496 1,484

-

新規 ソフトＢ -

ロード 1,000 1,000 1,000 1,000 0

-

継続 ソフトＡ -

公共 251,500 119,423 370,923 167,700 115,904 283,604 167,700 115,904 283,604

公約

継続 ハード -

公共 12,400 5,394 17,794 155,800 106,357 262,157 116,900 75,432 192,332

公約

継続 ハード -

公共 0 0 13,700 6,641 20,341

公約

継続 ハード -

公共 9,410 9,410 0 0

公約

新規 ハード -

公約 57,889 57,889 57,889 57,889 61,672 61,672

-

継続 ハード -

公約 27,981 27,981 27,981 27,981 29,399 29,399

-

継続 ハード -

公約 0 10,427 10,427 0

-

継続 ハード -

波多江小学校消防設備改
修事業

教
育
総
務
課

小学校教育環境整備
（既存校舎の防煙シャッター改修工事）

中学校施設改修事業

教
育
総
務
課

中学校教育環境整備
（市内中学校の小規模営繕工事を行い、事故防止、施設の長寿命化を図る。）

69

小学校施設改修事業

教
育
総
務
課

小学校教育環境整備
（市内小学校の小規模営繕工事を行い、事故防止、施設の長寿命化を図る。）

68

波多江小学校屋内運動場
床改修事業

教
育
総
務
課

小学校教育環境整備
（老朽化した屋内運動場の大規模改造工事により、事故を防止し、児童・教職員の安全を確保、良好な学びの環境を提供する。）

67

前原南小学校校舎大規模
改造事業

教
育
総
務
課

小中学校教育環境整備
（老朽化した校舎の大規模改造工事により、事故を防止し、児童・生徒・教職員の安全を確保し、良好な学びの環境を提供する。）

66

波多江小学校校舎大規模
改造事業

教
育
総
務
課

小中学校教育環境整備
（老朽化した校舎の大規模改造工事により、事故を防止し、児童・生徒・教職員の安全を確保、良好な学びの環境を提供する。）

65

前原小学校校舎大規模改
造事業

教
育
総
務
課

小学校教育環境整備
（老朽化した校舎の大規模改造工事により、事故を防止し、児童・生徒・教職員の安全を確保し、良好な学びの環境を提供する。）

64

Ｅ－フェスいとしま開催事
業

学
校
教
育
課

「いとしま学」を基軸として、市内小中学校、高校、教育委員会各課の連携のもと、生涯にわたって行う本市の特色ある教育活動の価値をPRする。

63

部活動指導員配置事業

学
校
教
育
課

中学校における部活動指導体制の充実を推進し、部活動を担当する教員の支援を行うとともに部活動の質的な向上を図る。

62

特別支援学校用地取得事
業（工作物撤去等）

学
校
教
育
課

県立特別支援学校設置に向けた建設用地を取得する。

61

学校問題解決支援事業

学
校
教
育
課

  児童生徒の不登校や保護者に関する問題等小中学生の様々な諸問題の解決を図る。
　また、このことにより、教職員が児童生徒の教育活動に専念できる。

60

59

9



国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

財源内訳 事業費
合計

事業名 課名 特色

平成31年度 平成32年度 平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ

【37,756】 【33,900】 【13,683】 【85,339】
44,419 44,419 0 0

-

継続 ハード -

公約 6,112 6,112 0 0

-

新規 ハード -

公約 12,749 12,749 0 0

-

継続 ハード -

公共 12,173 12,173 57,132 85,600 61,175 203,907 22,663 33,900 27,285 83,848

公約

新規 ハード -

公約 39,597 39,597 0 0

-

新規 ソフトＡ -

公約 12,353 12,353 0 0

-

新規 ハード -

公約 900 900 0 0

ロード

継続 ソフトＡ -

(１)自然環境の保全育成

公約 3,700 3,700 0 0 0 0

-

継続 ソフトＡ -

（10,500） （1,312） （11,812） （10,500） （1,312） （11,812） （10,500） （1,312） （11,812）
2,188 2,188 2,188 2,188 2,188 2,188

公約

継続 ソフトＡ -

公共 31,351 31,351 0 0

-

新規 ハード -

79

糸島清掃センター最終処
分場浸出水放流管布設事
業

生
活
環
境
課

　糸島清掃センター最終処分場については、平成１１年に埋立を終了した後も水処理を継続しているが、水質が安定してきたことから、処分場の廃止に向けた準備として放流管を布設し放
流を実施するもの。（地元協議済み）

78
森林・山村多面的機能発
揮対策事業

農
林
水
産
課

林業の不振、山村地域の過疎化・高齢化により森林の手入れを行う地域住民が減少し、適正な森林整備等が行われていない箇所がみられており、地域住民による森林の保全管理活動
等の取り組みを支援する。

77
松林保全アダプト事業

農
林
水
産
課

市有林及び国有林の松林を対象に、アダプト制度を活用して草刈・清掃を行い、市民協働で松林の保全活動を促進し白砂青松を再生する。

学校の魅力PR事業

学
校
教
育
課

　市内小中学校の特色ある教育の取組を、行政目線ではなく保護者目線で発信することで、市内外の子育て世代に学校の魅力や情報を広め、学校の教育方針や市の教育施策等への関
心を高める。

３　海・山・川をたいせつにしたまちづくり　

怡土小学校受水槽改修事
業

教
育
総
務
課

老朽化した給水設備の改修

76

長寿命化計画策定事業

教
育
総
務
課

糸島市立小中学校は、建築後20年経過した建物が７割を超えており、老朽化が深刻な問題となっている。このことから、厳しい財政状況の下、学校施設に求められる機能・性能を確保する
とともに効率的・老朽化施設の再生によるトータルコストの縮減及び予算の平準化を図るため長寿命化計画を策定する

75

小中学校トイレ改修事業

教
育
総
務
課

小中学校トイレは、建設年度が古く、ブース改修や部分的な改修工事を実施しているが環境は良くならない。　また、近年、家庭のトイレ環境が変わり、洋式便器しか使用できない児童も増
えてきている。　そこで校舎大規模改造と併せて実施すべきところであるが、第1期アクションプランで実施しない校舎のトイレ改修を先行して実施し、学校教育環境の充実を図る。

74

小中学校プール循環ろ過
設備改修事業

教
育
総
務
課

小中学校のプールは、透明度が高く、滅菌により安全・安心な水を作るため循環ろ過装置が必要である。現状では、耐用年数（15年）を過ぎ20年以上使用しているため、ろ過効率が落ち、
藻（あおこ）の発生や透明度が低下している。よってろ過設備更新することにより機能を向上させ、プール水質基準を保持、良好な学習環境を整える。

73

怡土小学校外構改修事業

教
育
総
務
課

怡土小学校の東門入口付近は、歩車道が分離されておらず、通学時に大変危険である。また東門には門扉がなく、簡易的な立入禁止措置をしている。さらに正面玄関前から給食室まで
の通路は舗装されていないため雨上がりには地面が凸凹となる。そこで門扉設置と併せて歩車道を分離し、アスファルト舗装することにより、車両の転倒防止や不審者の侵入を予防し、安
心安全な学校教育環境の整備を図る。

72

給食室空調設備整備事業

教
育
総
務
課

給食室調理場は、従来の高温に加え近年の気温の上昇により、調理場環境がさらに悪くなっている。食品衛生上問題があると同時に、調理業務に携わっている調理員の健康状態にも支
障をきたしている。安全安心な給食を提供するためにも空調機の設置し、調理場の職場環境、衛生環境の改善を図る。

71

70

公約

-

1
0



国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

財源内訳 事業費
合計

事業名 課名 特色

平成31年度 平成32年度 平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ

公約 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

-

継続 ソフトＢ -

（２）循環型社会の確立

公約 13,500 1,500 15,000 11,700 1,300 13,000 4,950 550 5,500

-

継続 ハード -

公約 197,423 197,423 0 0

-

継続 ハード -

（１）都市機能の充実

公約 4,536 4,536 4,536 4,536 4,536 4,536

ロード

継続 ソフトＡ -

公約 94,936 94,936 83,363 83,363 46,595 46,595

ロード

継続 ソフトＢ -

公約 6,957 6,957 6,957 6,957 0

ロード

継続 ソフトＡ -

- 13,452 13,452 13,763 13,763 14,728 14,728

-

継続 ハード -

公共 29,400 3,270 32,670 41,700 4,720 46,420 21,500 2,480 23,980

-

継続 ハード -

- 0 8,845 8,845 0

-

新規 ハード -

- 35,577 35,577 0 0

-

新規 ソフトＡ -

地形図更新事業

都
市
計
画
課

市の基盤地図情報として利用している地形図の経年変化修正を行うとともに、都市計画図及び地形図に関する地図印刷システムの更新を行うもの。

土地区画整理事業調査事
業

都
市
計
画
課

移住・定住人口の受け皿づくり、都市的土地利用への転換による持続可能なまちづくりを目的として、地権者の機運が高まりつつあり、かつ、都市計画マスタープランにも合致する波多江
駅南側で土地区画整理事業の調査を行うもの。

89

火葬場基幹的設備改良事
業

生
活
環
境
課

　糸島市斎場については、平成１３年度に稼働開始し、平成３０年度には１８年が経過するため、各機器の老朽化が激しく、火葬業務に支障をきたすことから、基幹的設備の改修を行い施
設の延命化を図る。

88

住居表示整備事業 市
民
課

住居表示の実施により住所をわかりやすくすることで、緊急車両等がスムーズに目的地に到達でき、また、郵便物の誤配達等を防ぐことで、市民生活の利便性の向上を図る。

87

定住コーディネート事業

地
域
振
興
課

転入希望者からの相談に対して、本市の概要や生活密着情報の説明等を行うとともに、定住の受け皿として空き家の掘り起しと利活用の促進を行うことにより、人口減少地域の定住、コ
ミュニティの維持を行う。

86

糸島市マイホーム取得奨
励金

地
域
振
興
課

人口を維持・増加させるには、人口の囲い込み競争（地域間競争）に競り勝つ必要がある。土地区画整理事業、九大移転と人口が大きく動く契機に、確実に人口を囲い込むため、住宅取
得奨励金制度を期間を定めて実施する。

85

移住促進情報発信事業

地
域
振
興
課

首都圏や福岡西部の子育て世代に対して、本市の身近な自然、新鮮で豊富な食材、住まいや仕事、便利なアクセスなど、暮らしに関する情報を効果的・積極的に発信することにより移住・
定住を促進する。

84

83

82
エネルギー構造高度化・転
換理解促進事業

生
活
環
境
課

　公共施設に再生可能エネルギー発電設備等を設置することで、再生可能エネルギー導入による環境への負荷をかけないまちづくりを促進する。

4　快適に暮らすことができる安全･安心のまちづくり

81
庁舎等照明機器改修事業

管
財
契
約
課

糸島市庁舎等内の照明器具を取替え、省エネ、節電、二酸化炭素排出量の削減等の環境保全方策を市が率先垂範して実施することを市内外へＰＲする。

80
竹林整備促進事業

農
林
水
産
課

竹を法面保護材等として活用することにより、竹林の整備を促進する。

1
1



国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

財源内訳 事業費
合計

事業名 課名 特色

平成31年度 平成32年度 平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ

公共 4,794 4,794 2,430 2,430 0

-

継続 ハード -

公共 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

-

新規 ハード -

ロード 0 20,000 18,000 2,065 40,065 65,000 58,500 7,065 130,565

-

継続 ハード -

（３）交通環境の整備充実
(30,000) (31,250) (61,250） (30,000) (31,250) (61,250） (10,000) (17,916) （27,916）

9,000 4,750 13,750 9,000 4,750 13,750 3,000 4,084 7,084

-

継続 ハード -

(120,000) (75,000) （195,000） (91,000) (34,000) （125,000）
27,000 18,000 45,000 20,400 6,100 26,500 0

-

継続 ハード -

- 3,634 7,268 10,902 2,943 5,886 8,829 0

-

新規 ソフトＡ -

公共 20,000 18,000 3,000 41,000 0 0

-

継続 ハード -

公共 32,700 29,400 4,500 66,600 53,468 48,100 6,570 108,138 54,250 48,800 6,650 109,700

-

継続 ハード -

公共 70,000 70,000 70,000 70,000 70,000 70,000

-

継続 ハード -

公共 90,035 57,500 19,365 166,900 51,370 28,900 16,330 96,600 21,450 6,800 12,950 41,200

-

継続 ハード -

-

橋梁長寿命化修繕事業 建
設
課

糸島市公共施設等総合管理計画（インフラ長寿命計画）の個別施設計画に計上されており、老朽化する橋梁を計画的に点検・修繕・架替を実施し、統廃合についても検討を行い、維持管
理費の削減、道路網の安全・信頼性を確保する。

市単独道路整備事業（維
持補修・新設改良）

建
設
課

市内各地区の生活道路で、老朽化した舗装、道路側溝の維持補修や道路改良を行い、生活道路の利便性の向上や安全確保・事故防止のため、総合的な整備を実施する。

99

浦志有田線整備事業 建
設
課

当該道路は、国道２０２号今宿道路、一般県道雷山前原線及び新駅南口を結ぶ重要な幹線道路であるため、道路改良及び歩道整備をすることで利用者の利便性及び安全性の向上を図
る。

98

新田久保田線整備事業 建
設
課

当該道路は、県施工の街路事業下新開線及び北新地新田線の整備に併せて、中央ルートと西回りルートを結ぶ重要な幹線道路として交通混雑の解消、利便性及び交通安全の向上を図
る。

97

都市計画道路検証事業

都
市
計
画
課

都市計画道路は、社会情勢の変化や都市政策の転換の変化等で必要性が大きく変動し、また、長期未着手の都市計画道路が多数存在している。　このような状況を踏まえ、県の方針で
は概ね10年毎に検証を行うこととされている。今回H30～H32にかけて県下一斉に検証が実施されるため、その業務を委託するものである。

96

九州大学関連道路（北新
地新田線）整備事業

都
市
計
画
課

・加布羅交差点付近の交通混雑の解消、利便性の向上及び交通安全の確保を図る。
・九州大学へのアクセスを向上させる学園通り線西回りルートの一部となる。

95

九州大学関連道路（波多
江泊線）整備事業

都
市
計
画
課

国道202号線及び同バイパスを結ぶ南北線の道路網を構築することにより、国道202号、県道瑞梅寺池田線等の交通混雑を緩和し、市民の利便性及び九州大学との連絡機能の向上を図
り、研究・産業機関の立地や九大との連携を強化する。

94

新開桂木線ほか1路線整
備事業

都
市
計
画
課

1.学術研究都市としての基盤整備　　2.移住・定住人口の受け皿づくり　3.税収増加　4.九州大学、関係企業従業者等への魅力ある住宅地提供

93

公園遊具設置事業

施
設
管
理
課

駐車場やトイレ等の施設が整った地域での拠点的な公園に、地域のニーズに応じた遊具の設置を行う。

92

市街地隣接公園高木伐採
事業

施
設
管
理
課

住宅に隣接した公園の高木及び竹を伐採し、強風での倒木及び火災延焼の懸念等を払拭し、近隣住民が安心して暮らせる環境をつくる。

91

90

-

1
2



国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

財源内訳 事業費
合計

事業名 課名 特色

平成31年度 平成32年度 平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ

- 5,300 4,700 1,800 11,800 60,300 54,200 12,200 126,700 12,000 10,800 2,400 25,200

-

新規 ハード -

（6,724） （5,128） （11,852） （6,724） （5,128） （11,852） （6,724） （5,128） （11,852）
65,622 65,622 54,504 54,504 52,715 52,715

公約

継続 ソフトＢ -

（2,422） （2,422） （4,844） （2,422） （2,422） （4,844） （2,422） （2,422） （4,844）
300 23,180 23,480 300 18,861 19,161 300 18,861 19,161

ロード

継続 ソフトＢ -

公約 1,600 9,268 10,868 1,600 10,948 12,548 9,087 9,087

ロード

継続 ソフトＢ -

公約 1,269 1,269 2,538 0 0

-

新規 ソフトＡ -

【37,756】 【33,900】 【13,683】 【85,339】
133,868 120,400 3,346 35,887 293,501 110,772 99,600 11,712 222,084 0

-

新規 ハード -

（153,500） （230,232） （383,772）（168,740） （168,740） （423,839） 0
57,500 19,253 76,753 61,700 20,686 82,386 0

-

継続 ハード -

- 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000

-

継続 ハード -

公共 0 3,900 3,500 1,400 8,800 14,750 13,200 2,750 30,700

-

新規 ハード -

公共 3,685 2,700 2,415 8,800 96,030 70,700 20,170 186,900 18,095 13,300 8,005 39,400

-

継続 ハード -

公共 2,660 2,660 2,200 2,200 5,100 5,100

-

新規 ハード -

浦志高等学校線整備事業 建
設
課

国道２０２号との交差点の交通渋滞の緩和を図る。

加布里停車場線歩道設置
事業

建
設
課

当該箇所は、加布里小学校の通学路や加布里駅への通勤経路であるが、車両の交通量が多い中、歩道が整備されていないため、歩行者の利便性及び安全性を図る。

110

雷山線整備事業 建
設
課

運動公園予定地前の歩道が狭く通学路の安全性が確保されていないため、運動公園予定地側に道路用地を広げ歩道を整備する。

109

交通安全施設整備事業 建
設
課

交通安全施設を整備することにより、歩行者の安全確保及び車両の増加による交通事故防止を図る。

108

バリアフリー化設備等整備
事業

都
市
計
画
課

公共交通機関における高齢者や障害者等の移動に係る安全性や利便性の向上の促進等を図るため。

107

波多江駅自由通路線整備
事業

都
市
計
画
課

一日平均乗降客5,000人を超える波多江駅において、バリアフリーに対応した自由通路の建設により、安全で快適な歩行空間の整備を図り、鉄道南北の円滑な通行と南側からの駅利便性
向上につなげる。

106

地域公共交通網再編実施
計画策定事業

地
域
振
興
課

平成29年3月に策定した「糸島市地域公共交通網形成計画」は、「望ましい公共交通網のすがた」を示すマスタープランであり、再編実施計画とは、これを実現するための実施計画として策
定するものである。市長公約である「どこでもバス事業」を実行するための指標となる計画でもある。

105

自主運行バス事業

地
域
振
興
課

　「糸島市地域公共交通網形成計画」の事業計画に基づき、校区と協働によるバス運行により、市民の生活交通手段の確保や交通不便地域の縮減等を図る。

104

地方バス路線運行事業（九
大線）

地
域
振
興
課

　「糸島市地域公共交通網形成計画」の事業計画に基づき、市内から九州大学までの交通アクセスを整備することによって、九大生や教職員の市内への定住促進及び市の活性化を図
る。

103

地方バス路線運行事業（九
大線以外）

地
域
振
興
課

　「糸島市地域公共交通網形成計画」の事業計画に基づき、市内のバス交通を整備充実することによって、市民の生活交通手段の確保や交通不便地域の縮減等を図る。

102

前原潤線整備事業 建
設
課

当該道路は、クランク箇所がある狭小道路であるが、国道202号の迂回路線として交通量も多い路線となっているが、通学路でもあるため、歩行者の安全性及び車両の利便性の向上を図
る。

101

100

-

公約

-

-

1
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

財源内訳 事業費
合計

事業名 課名 特色

平成31年度 平成32年度 平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ

（４）治山・治水

公共 19,000 19,000 19,000 19,000 19,000 19,000

公約

継続 ハード -

（５）上下水道などの整備

- 3,000 3,000 0 0

-

継続 ハード -

- 14,176 14,176 16,213 44,565 14,176 14,176 16,213 44,565 14,176 14,176 16,213 44,565

-

継続 ハード -

（６）防災・防犯体制の確立

公約 1,325 1,325 1,325 1,325 0

-

継続 ソフトＡ -

公約 2,358 2,358 2,500 2,500 2,000 2,000

ロード

継続 ソフトＡ -

- 2,476 1,238 1,238 4,952 2,476 1,238 1,238 4,952 2,476 1,238 1,238 4,952

-

継続 ソフトＢ -

- 600 1,200 600 2,400 600 1,200 600 2,400 600 1,200 600 2,400

-

継続 ソフトＢ -

- 490 300 300 1,090 490 300 300 1,090 0

-

継続 ソフトＢ -

【978】 【1,957】 【2,935】
4,970 4,970 3,636 3,636 0

-

継続 ソフトＢ -

公約 20,700 2,236 22,936 20,700 2,236 22,936 0

-

継続 ハード -

消防団ポンプ自動車整備
事業

警
防
課

　消防活動の基盤となる消防自動車が、災害時に支障をきたすことのないよう、老朽化した消防自動車を計画的に更新し、災害時の安定した成果を確保する。

消防団装備整備事業 警
防
課

　「消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律」が施行され、「消防団の装備の基準」が一部改正された。これに伴い、消防団装備を整備し、消防団活動を安全・確実・迅速
に実施できる環境を整えることで、地域防災力の充実強化を図る。

132

ブロック塀等撤去事業

都
市
計
画
課

災害時における通学路や避難路等の安全を確保するため、地震による倒壊の可能性が高いブロック塀の改善を促す。

131

木造戸建て住宅耐震改修
促進事業

都
市
計
画
課

住宅の耐震改修に要する費用の一部を補助することにより、その実施を促進し、もって震災に強いまちづくりに資することを目的とする。

130

がけ地近接等危険住宅移
転事業

都
市
計
画
課

土砂災害から市民の生命、身体及び財産を守る。

129

校区避難所運営訓練事業

危
機
管
理
課

大災害発生時に各小中学校の体育館が避難所となることを想定して、地域住民の共助による避難所運営のノウハウを習得してもらう。

128

原子力防災用大型自動車
運転免許取得事業

危
機
管
理
課

原子力災害が発生した際に、住民等をバスに乗せ避難させるため、市職員がバスを運転する場合を想定して、職員に第一種大型自動車運転免許を取得させる。

127

合併処理浄化槽設置整備
事業

下
水
道
課

生活環境の改善及び自然環境の保全を図る。

126

下排水路改良事業 建
設
課

下水道が整備されていない地区において、下排水路を改良することにより、地域生活環境の改善を図る。

122

河川維持管理事業 建
設
課

認定河川を計画的に維持補修し、豪雨による災害から市民の財産と生命を守る。

119

111

公約

1
4



国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

財源内訳 事業費
合計

事業名 課名 特色

平成31年度 平成32年度 平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ

公約 11,700 11,700 11,700 11,700 5,000 6,000 700 11,700

-

継続 ハード -

公約 1,260 1,260 1,680 1,680 1,680 1,680

-

新規 ソフトＢ -

(6,268） (6,268）
6,800 51 6,851 0 0

-

継続 ソフトＡ -

公共 5,650 5,000 1,750 12,400 5,300 4,700 1,700 11,700 7,450 6,700 1,850 16,000

-

新規 ハード -

公共 0 32,000 2,871 34,871 0

-

新規 ハード -

公約 35,500 4,422 39,922 35,500 4,422 39,922 0

-

継続 ハード -

- 5,500 59 5,559 0 0

-

継続 ハード -

- 1,187 1,187 1,415 1,415 149,800 51,479 201,279

-

継続 ハード -

- 19,600 2,200 21,800 19,600 2,200 21,800 19,600 2,200 21,800

-

継続 ハード -

（１）協働のまちづくりの推進

公約 1,500 1,009 2,509 2,509 2,509 0

総合

継続 ソフトＡ ロード

142
市民提案型まちづくり事業

地
域
振
興
課

NPOやボランティアの持つ専門性、迅速性を生かして地域の課題解決を図る。

防犯灯ＬＥＤ転換事業

危
機
管
理
課

市内全域のＬＥＤ以外の防犯灯をＬＥＤに転換すること及び、各行政区から要望された防犯灯新設についてLED灯具で設置することで、①安全安心なまちづくりの推進、②環境に配慮した
低炭素社会への寄与、③消費電力の削減による市及び行政区の財政負担の軽減、④市内経済活性化と雇用の創出を図るものである。

5　みんなの力で進める協働のまちづくり

通信指令施設更新事業 警
防
課

　適正な119番受信体制を維持し、災害対応の迅速性を確保するため、通信指令施設の改修を行う。

141

県防災行政情報通信ネット
ワーク整備事業

警
防
課

　現行の県防災行政情報通信ネットワークシステムは、
運用開始から約16年が経過しており、通信速度、通信方法に課題が生じているため更新する。(県が再整備を主導)

140

高規格救急自動車整備事
業

警
防
課

　現配備している高規格救急自動車が老朽化しているため、更新を行う。

139

消防施設改修事業

消
防
総
務
課

　消防本部庁舎は、事業計画年度時には、建築から２０年以上経過し、老朽化している。このことから、不具合が生じている重要設備（非常用自家発電機）を改修し、防災施設としての機能
維持・強化を図る。

138

小町2号線整備事業 建
設
課

当該道路は最少幅員W=2.4ｍの箇所がる市道で、緊急車両の通行もし辛いため、狭あい道路整備事業によりW=4ｍの車道を確保し市民の安全安心な暮らしを確保する。

137

県防災行政情報通信ネット
ワーク整備事業

危
機
管
理
課

県が整備している防災・行政情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸ衛星系無線回線及びMCAｱﾅﾛｸﾞ地上系無線回線を民間光回線及び自営ﾃﾞｼﾞﾀﾙ地上系無線回線に再整備するにあたり、再整備に係る費用
の一部を負担する。

136

消防団準中型免許等取得
事業

警
防
課

　消防団員に、消防ポンプ自動車が運転できる免許証を取得させるための助成を行い、消防団活動を維持する。

135

防火水槽整備事業 警
防
課

消防水利不足地域等に防火水槽を設置し、火災による被害を軽減する。

134

133

-

1
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

財源内訳 事業費
合計

事業名 課名 特色

平成31年度 平成32年度 平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ

- 1,400 8,600 10,000 1,400 8,600 10,000 1,400 8,600 10,000

-

継続 ソフトＢ -

（5,046） （5,046） （5,046） （5,046）
5,046 5,046 5,046 5,046 0

-

継続 ソフトＡ -

- 10,000 10,000 9,000 9,000 9,000 9,000

-

継続 ソフトＡ -

ロード 15,878 15,878 9,800 9,800 9,800 9,800

-

継続 ハード -

公約 16,300 16,300 16,300 16,300 16,300 16,300

ロード

継続 ソフトＢ -

（２）生涯学習機会の充実

公共 17,500 2 17,502 0 0

-

継続 ハード -

公共 0 0 2,400 270 2,670

-

新規 ハード -

公共 0 0 3,000 354 3,354

-

新規 ハード -

公共 105,700 26,029 131,729 100,700 11,283 111,983 253,152 1,824,400 203,0742,280,626

公約

継続 ハード -

151
運動公園等整備事業

経
営
戦
略
課

運動機能、交流機能、防災機能等を備えた運動公園を整備し、都市機能の充実及び生涯学習機会の充実を図ることで、多くの市民の満足度を向上させる。また、防災拠点となる多目的体
育館、広場、災害備蓄庫などの施設整備を行うことで、市民の生命、財産を守る体制を強化する。

150
引津公民館大規模改修事
業

生
涯
学
習
課

引津公民館の大規模改修を実施し、施設利用者に安全で快適な施設提供を行う。併せて、施設の長寿命化を図る。

149
怡土公民館大規模改修事
業

生
涯
学
習
課

怡土公民館の大規模改修を実施し、施設利用者に安全で快適な施設提供を行う。併せて、施設の長寿命化を図る。

148
市立公民館設備改修事業

生
涯
学
習
課

長糸公民館の空調設備は設置から20年以上経過しており、老朽化が進んでいる。また、今後故障した場合、交換部品の調達が困難となることが想定されることから、整備を図る。

147
校区まちづくり推進事業

地
域
振
興
課

地域にある課題の解決や地域資源を活用したまちづくりを行うため、小学校区を単位とする地域コミュニティの振興を図るために実施するもの。

146
行政区等公民館及び児童
遊園地施設費等補助事業

地
域
振
興
課

行政区等が実施する公民館等の整備等に対し、補助金を交付することで、地域拠点の整備と地域コミュニティ活動の活性化を図ることを目的とする。

145
糸島市民まつり事業

地
域
振
興
課

市民総参加による「市民が主役」の糸島市民まつりを開催し、その振興を図ることによって、地域活性化、一体感の醸成、市を広くＰＲすることを目的とする。

144
広域連携プロジェクト事業

地
域
振
興
課

福岡県が設定する広域地域振興圏の一つである糸島地域において、県と市が協働して広域連携プロジェクトを策定・推進し、糸島地域の振興に寄与することを目的とする。

143
福岡マラソン実施事業

生
涯
学
習
課

スポーツの振興と地域の活性化を図り、福岡・糸島地域一帯の魅力を高めることを目的に『福岡マラソン』を開催する。併せて、大会を盛り上げ、糸島市を積極的にPRするた
め、糸島市独自の事業を展開する。

ロード

1
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

財源内訳 事業費
合計

事業名 課名 特色

平成31年度 平成32年度 平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ

公約 1,302 1,303 2,605 1,302 1,303 2,605 0

-

継続 ソフトＡ -

公共 41,326 41,326 15,000 15,000 1,800 1,800

-

継続 ハード -

（３）人権･同和教育の推進

- 1,442 246 1,688 377 377 377 377

-

新規 ソフトＢ -

（４）男女共同参画の推進

総合 160 1,726 1,886 0 0

公約

継続 ソフトＡ ロード

公約 1,344 1,344 564 564 564 564

-

新規 ソフトＡ -

（５）文化・芸術の創造

- 4,000 300 3,700 8,000 4,000 300 3,700 8,000 4,000 300 3,700 8,000

-

継続 ソフトＢ -

- 2,000 300 1,700 4,000 0 0

-

新規 ハード -

- 1,082 1,082 4,325 4,325 4,325 4,325

-

新規 ハード -

（６）九州大学との交流の推進

公約 2,006 2,006 2,006 2,006 0

ロード

継続 ソフトＡ -

160
九大寺子屋事業

地
域
振
興
課

九大生が自らの研究内容を分かりやすく児童に教えることで、児童の学習意欲のを向上を図ること。
（副次的：児童の将来の夢の創造、九大生への憧れの喚起、郷土愛の醸成により、子育て世代の移住促進）

159
伊都文化会館音響設備等
更新事業

文
化
課

　文化・芸術活動の拠点である伊都文化会館は、竣工30年以上が経過し、大ホールの音響施設の経年劣化が著しい。また、音響卓には既に不具合が生じているため、至急、更新の必要
がある。ホールの心臓部である音響設備の故障は、館の運営上、致命的である上、平成31年度からは指定管理者の変更が考えられるため、実施する必要性が高い。

158
文化財保存整備事業（新
町支石墓群）

文
化
課

国史跡新町支石墓群の整備を実施し、活用を図る。
国史跡は保存するだけでなく、市民生活への活用が求められる。用地の取得が完了し、整備に関する条件が整った新町支石墓群の史跡公園整備事業を実施する。

157
国宝・重要文化財保存事
業

文
化
課

怡土城跡、泊地区の古墳群を始めとする市内の重要遺跡を保護し、整備活用、史跡指定を行うため、発掘調査を実施し、その成果をもとに調査研究を行い遺跡の実態を解明する。また、
個人住宅建設のための発掘調査を、建築主に費用負担を求めることなく実施する。

156
自治会の男女共同参画促
進事業

人

権

・

男

女

共

同

参

画

推

進

課

積極的改善措置として、校区・行政区自治会役員の「女性登用」を応援すること。

155
女性が輝くミライ事業

人

権

・

男

女

共

同

参

画

推

進

課

これからの糸島を担う若年者を中心に、男女共同参画社会の推進に必要なジェンダーの視点を啓発し、社会人として自立して「生きる力」を育成するとともに、働きたいと思う女性の就業を
支援する。

154
人権擁護推進事業（性的マ
イノリティ支援事業）

人

権

・

男

女

共

同

参

画

推

進

課

性的マイノリティの人権が尊重される社会とは，すべての人にとって住みやすい社会であるとの考え方に基づき，市民が正しい理解と認識を深め，お互いを尊重し合う住みよい人権社会の
実現を目指す。

153
体育施設改修整備事業

生
涯
学
習
課

体育施設の改修を行い、施設の安全性及び利便性を高め、利用者の増進を促すなどスポーツ振興を図る。

152
スポーツチャレンジ事業
（ヤングシニア生きいき分）

生
涯
学
習
課

スポーツを始めるきっかけづくり及びスポーツ習慣や健康志向の定着を図る。

1
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

財源内訳 事業費
合計

事業名 課名 特色

平成31年度 平成32年度 平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ

（１）行財政改革の推進

- 12,654 12,654 0 0

-

継続 ソフトＡ -

公共 26,100 30,087 56,187 33,900 70,919 104,819 79,200 137,865 217,065

公約

新規 ハード -

- 5,000 5,000 0 0

-

継続 ソフトＡ -

- 6,907 6,907 6,631 6,631 0

-

継続 ソフトＡ -

- 1,745 1,745 0 0

-

新規 ハード -

- 5,400 5,400 0 0

-

新規 ソフトＡ -

- 4,789 4,789 3,798 3,798 4,556 4,556

-

継続 ハード -

- 1,352 1,352 0 0

-

新規 ソフトＡ -

- 0 2,372 2,372 0

-

新規 ソフトＡ -

- 6,639 6,639 0 0

-

新規 ハード -

業務端末セキュリティ強化
事業

秘
書
広
報
課

マイナンバー利用事務系、LGWAN接続系で利用している業務端末のセキュリティを強化するため、OSのバージョンアップを行う。

ペーパーレス会議導入事
業

秘
書
広
報
課

タブレットを活用したペーパーレス会議を実施することで、紙の削減による事務スペースや書庫スペースの確保、消耗品等の削減を図ると同時に、会議資料をタブレットで管理することによ
る事務効率化を図る。

170

統計調査支援システム更
新事業

経
営
戦
略
課

平成32年国勢調査の実施にあたり、現在、統計調査支援システムに登録されている地図データを最新データに更新する。

169

庁用自動車購入等事業

管
財
契
約
課

庁用自動車（公用車）の経年劣化が進んでいる為、計画的（定期的）に買換えることにより、維持管理費を抑制し、車両が原因となる事故等を未然に防止する。

168

住記連携システム導入事
業

市
民
課

戸籍附票事務において、戸籍システムを導入することで、手入力による誤入力の防止、業務の効率化及び経費削減を図る。

167

窓口申請機器導入事業 市
民
課

マイナンバーカードの取得並びにコンビニ交付の普及を図る。本庁窓口混雑を緩和し、住民の利便性向上を図る。

166

第2次糸島市長期総合計
画策定事業

経
営
戦
略
課

市と市民が市の現状や10年後の目指す将来像を共有し、第１次よりもさらに市民協働の視点を高めた第２次糸島市長期総合計画を策定する。

165

市制施行10周年記念事業

経
営
戦
略
課

糸島市誕生からの軌跡を振り返り、10年で育んだ「元気で豊かな糸島」を次の10年・20年へつなげる機会とし、次代を担う若者をはじめとした市民の郷土愛を深め、誇りを高める。

164

新庁舎整備事業

管
財
契
約
課

老朽化や狭隘化などの様々な課題を有する現庁舎を建替えて、新庁舎を整備することにより、防災機能の強化や市民サービスの向上を目指す。

163

文書管理システム更新事
業

総
務
課

平成31年9月末で文書管理システムの更新が必要となるため、基幹システムのベンダーであるＢＣＣの文書管理システムへ変更する。

162

161

６　経営感覚を持った持続可能なまちづくり

1
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

財源内訳 事業費
合計

事業名 課名 特色

平成31年度 平成32年度 平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ

公約 6,015 6,015 6,015 6,015 6,015 6,015

ロード

継続 ソフトＡ -

公約 4,000 1,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

ロード

新規 ソフトＡ -

公約 345,760 345,760 413,138 413,138 511,173 511,173

-

継続 ソフトＢ -

- 940 940 0 0

-

継続 ソフトＢ -

（１）農林水産業の振興
（58,000） （58,000） （58,000） （58,000） （58,000） （58,000）

50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000

-

継続 ソフトＢ -

公約 2,056 2,056 2,056 2,056 0

-

継続 ソフトＡ -

- 25,000 12,000 37,000 0 0

-

継続 ソフトＡ -

（11,200） （11,200） （11,200） （11,200） （11,200） （11,200）
5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

-

継続 ソフトＢ -

（20,000） （20,000）
1,300 1,300 0 0

-

継続 ソフトＡ -

公約 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000

-

継続 ソフトＢ -

181
農地中間管理機構集積協
力金交付事業

農
業
振
興
課

　担い手への農地の集積・集約化を加速させるため、農地中間管理機構を通じた農地の貸付者（地域）等に対して協力金を交付する。

180
博多和牛ブランド強化対策
事業

農
業
振
興
課

　「博多和牛」の出荷頭数を拡大し、県産ブランド牛肉としての地位を確立するために、博多和牛の肥育もと牛の導入経費を助成し、博多和牛生産者の経営安定に資する。

179
ふくおかの畜産競争力強
化対策事業

農
業
振
興
課

規模拡大を行う担い手畜産農家が整備する機械・施設等に対する支援を行うことにより、畜産経営の安定化を図る。

178
中山間地域等直接支払事
業

農
業
振
興
課

農業の多面的機能の維持・発揮のため、中山間地域等の条件不利地域（傾斜地等）と平地とのコスト差（生産費の差額相当分）を支援する。

177
耕作放棄地対策事業

農
業
振
興
課

耕作放棄地の再生利用を促進するとともに、耕作放棄地の発生を抑制することにより、食糧の生産基盤である農地の有効活用を図る。

176
活力ある高収益型園芸産
地育成事業

農
業
振
興
課

園芸農業の生産額を増大し持続的発展を図るため、先進技術の導入や省力機械・施設等の整備を進め、収益性の高い園芸産地を育成する。
　また、省エネルギー化推進、雇用型経営支援、６次産業化推進による規模拡大及び経営の安定を図る。

地方税共通納税対応事業 収
税
課

eLTAX電子申請等システムの一機能として、新たに電子納税が開始となる。納税者（事業所）の利便性向上を図り、納税者が全ての地方公共団体へ電子操作により納付できるようにす
る。

７　地域資源を生かした産業創出のまちづくり

ふるさと応援寄附推進事業

地
域
振
興
課

制度を活用して市内外から寄附を募るとともに、寄附金を原資として、市民が望み、幸せを感じられる事業を実施する。

175

協定締結大学等連携事業

地
域
振
興
課

本市と連携協定を締結している九州大学、中村学園大学・中村学園大学短期大学部、西南学院大学、福岡医療専門学校の持つ知的資源を活用し、本市の地域課題・行政課題の解決及
び地域資源の掘り起しを行う。

174

組織対応型連携事業

地
域
振
興
課

九州大学と市が連携し、共同研究を行うことで、課題解決、地域活性化、効率的かつ効果的な行政経営、九州大学学術研究都市の構築につなげる。

172

171

公約

公約

公約

1
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

財源内訳 事業費
合計

事業名 課名 特色

平成31年度 平成32年度 平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ

公共 800 15,200 16,000 800 15,200 16,000 800 15,200 16,000

-

継続 ハード -

公共 6,000 450 8,580 15,030 6,000 450 8,580 15,030 6,000 450 8,580 15,030

-

継続 ハード -

（882） （882） （117） （462） （462） （61）
1,304 1,304 632 632 0

-

継続 ハード -

公約 74,104 37,052 37,052 148,208 74,104 37,052 37,052 148,208 74,104 37,052 37,052 148,208

-

継続 ハード -

（56,600） （28,300） （84,900）（126,000） （63,000） （189,000）（111,000） （55,500） （166,500）
10,100 400 17,970 28,470 22,600 40,778 63,378 19,900 35,933 55,833

-

継続 ハード -

（198,000）（108,000） （27,000） （333,000）（144,815） （78,990） （19,747） （243,552）（141,790） （77,340） （19,334） （238,464）
24,300 4,810 29,110 17,700 4,012 21,712 17,300 3,991 21,291

-

継続 ハード -

（29,000） （36,120） （65,120） （119,160） （296,060）（135,350） （95,580） （230,930）
5,000 150 15,859 21,009（176,900） 36,000 1,710 12,749 50,459 25,000 577 4,885 30,462

-

継続 ハード -

公共 200 3,800 4,000 200 3,800 4,000 200 3,800 4,000

公約

継続 ハード -

（50,000） （25,000） （75,000） （50,000） （25,000） （75,000）
0 10,000 1,250 13,750 25,000 10,000 1,250 13,750 25,000

-

継続 ハード -

公約 14,379 12,088 26,467 0 0

-

継続 ハード -

- 1,800 5,600 7,400 1,800 5,600 7,400 1,800 5,600 7,400

-

継続 ソフトＢ -

192
鳥獣被害防止総合対策事
業

農
林
水
産
課

農作物被害が甚大であることから鳥獣被害防止対策を行う。①鳥獣被害防止総合対策事業：有害鳥獣捕獲及び防除対策に国補助金が交付され、交付金不足分を補助する。
②ｲﾉｼｼ捕獲推進事業：ｲﾉｼｼ捕獲対策として、捕獲報償金を交付。③有害鳥獣捕獲事業(ｻﾙ捕獲・調査)：サル被害対策として、生息状況調査による追払い対策、捕獲による個体数調整を
行う。

191
農地耕作条件改善事業

農
林
水
産
課

生産効率を高め競争力ある「攻めの農業」を実現するために農地の大区画化・汎用化等の基盤整備により、担い手へ農地集積を加速化させる事が必要。そのために水田の区画拡大や暗
渠排水整備を実施する。

190
集落基盤整備事業

農
林
水
産
課

　地域が自ら考えて設定する個性ある農村振興の目標の達成が図れるよう、地域住民参加の下、関係機関との連携を図りつつ地域の多様なニーズに応じた農業生産基盤の整備と集落
基盤の整備を一体的に実施する。

189
ため池防災対策事業

農
林
水
産
課

平成23年度に実施したため池防災対策の調査結果を基に改修を行う。

188
県営農地防災事業

農
林
水
産
課

　井堰施設整備、統合を行い、農用地、農業用施設の災害の発生を未然に防止し、農業生産の維持及び農業経営の安定を図る。

187
県営土地改良事業（圃場
整備）

農
林
水
産
課

　将来の農業を担う経営体（担い手等）を育成するため、農業生産基盤の整備を一体的に行い、髙生産農業の展開に向けた大規模水田地区の整備を推進することで、優良農地の維持保
全や農業の多面的機能の十分な発揮に資するとともに食料自給率の向上及び農業経営の安定を図る。

186
農業水利施設等整備事業

農
林
水
産
課

　県営土地改良事業により築造された施設（湛水防除施設）の有効利用（延命化）を図るため、施設の老化状況等を調べる機能診断を行い、機能保全計画に基づく対策工事等を一体的に
実施するとともに、水利施設の整備を推進し、水利用の効率化、省力化、安全性向上を図る。

185
多面的機能支払交付金事
業

農
林
水
産
課

近年の農業は、農村の高齢化や混住化が進行し、農地や農業用排水等の資源をこれまでどおり地域で適切に保全管理していくことが困難になってきている。そのため、地域住民が一体と
なって農地や農業用水等の資源を環境や景観に配慮しながら保全管理していく。

184
市営土地改良事業

農
林
水
産
課

農業用用排水路の改良、ため池の改修、井堰及び排水機場の修繕について計画的な整備と維持管理に努め農業生産基盤の安定を図る。

183
農村環境整備事業

農
林
水
産
課

農村生活環境の改善のために、ため池及び農業用排水路等の整備改善を行う。

182
農業施設整備市単独事業

農
林
水
産
課

１．水路関連施設の老朽化や破損に伴い、地元受益者より修繕や改良の要望があり、それらの改善を行う。２．農業生産者の高齢化や、近年の集中豪雨に対し安全に作業ができるよう
に、板堰の改良等を行う。

-

公共

公約

公共

-

2
0



国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

財源内訳 事業費
合計

事業名 課名 特色

平成31年度 平成32年度 平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ

- 3,000 1,000 4,000 0 0

-

継続 ソフトＡ -

（21,000） （21,000） （21,000） （21,000）
21,000 21,000 21,000 21,000 0

ロード

継続 ソフトＡ -

公約 49,500 49,500 50,000 50,000 50,000 50,000

-

継続 ソフトＢ -

公約 72 4,000 4,072 18 1,000 1,018 0

ロード

継続 ソフトＢ -

（40,542） （40,542） （40,542） （40,542） （40,542） （40,542）
23,300 11,650 34,950 23,300 11,650 34,950 23,300 11,650 34,950

-

継続 ソフトＢ -

公約 1,500 1,500 1,800 1,800 0

ロード

継続 ソフトＢ -

公約 6,000 6,000 4,000 4,000 2,000 2,000

-

新規 ハード -

- 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

-

継続 ソフトＢ -

（152,000） （152,000）
2,500 4,200 6,280 12,980 3,900 15,900 5,294 25,094 2,600 5,100 4,132 11,832

公約

継続 ハード -

公約 2,000 2,700 350 5,050 2,000 2,700 350 5,050 0

-

継続 ハード -

（19,320） （5,680） （25,000） （19,320） （5,680） （25,000） （19,320） （5,680） （25,000）
3,400 3,400 3,400 3,400 3,400 3,400

-

継続 ソフトＢ -

203
森林整備事業

農
林
水
産
課

間伐による森林整備を行うことにより、森林環境の向上を図り、水源涵養機能等の多面的機能も高める。

202
林道改良事業

農
林
水
産
課

林道一の原線は、森林施業に多く利用されているが、未舗装部分が半分あり、降雨後は路面浸食により通行に支障が生じるため、舗装工事を行う。

201

広域基幹林道開設事業
（道整備交付金・地域活性
化事業）

農
林
水
産
課

森林の保全並びに林業施業の省力化を図るため、広域基幹林道を軸とした林道のネットワーク化を推進する。

200
水源保全基金運営事業

農
林
水
産
課

糸島市の水源の保全及び森林の公益的機能である水源かん養機能の向上を目的として、水源地の森林整備や山の大切さを市民に理解していただくためのソフト事業を行う。

199
キッズファーム事業

農
業
振
興
課

子どもたちが農業体験を通じ、農業への理解を深め、郷土愛の醸成を図ると共に、体験指導に地域の高齢者を活用することにより、高齢者の生きがいづくりを促進する。また、市外の子供
たちを受入れ、新たな観光資源づくりを推進する。

198
直売所活性化事業

農
業
振
興
課

　糸島産農林水産物の情報発信・販売拠点である直売所の機能向上と活性化を図る。併せて、直売所ネットワークの構築を図り、連携事業を推進していくことで、上記をさらに強化させる。

197
水田農業担い手機械導入
支援事業

農
業
振
興
課

　売れる米・麦・大豆づくりと併せ、生産コストの低減に積極的に取り組む担い手を育成するとともに、地域農業の担い手としてその経営の安定を図る。

196
福吉地域元気づくり事業

農
業
振
興
課

　福吉地域の農(漁)業と農(漁)村の振興を目的に、地域おこし協力隊を配置し、福吉地域づくり推進協議会や市、関係機関等と連携しながら、直売所「福ふくの里」を拠点とした地域の元気
づくり（活性化）事業を図る。

195
農業次世代人材投資事業

農
業
振
興
課

　次世代を担う農業者となることを志向する新規就農者に対し農業次世代人材投資資金を交付することで、新規就農者の就農後の定着を図る。

194
担い手農家支援事業

農
業
振
興
課

　小規模農家、高齢農家等を含む農業者の生産コスト削減の支援や農業に係る課題解決の調査研究等の支援を行うことにより、所得の向上、規模拡大、営農継続につなげ、糸島農業の
担い手の確保と耕作放棄地の発生防止を図る。

193
環境保全型農業直接支払
事業

農
業
振
興
課

　化学肥料･農薬の低減に加え、緑肥の作付、堆肥の施用などに取り組む農業者で組織する団体への直接支援により、温暖化防止や生物の生育環境保全の促進を図る。

公約

公約

総合

公約

2
1



国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

財源内訳 事業費
合計

事業名 課名 特色

平成31年度 平成32年度 平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ

公約 78,985 78,985 80,000 80,000 80,000 80,000

-

継続 ソフトＡ -

総合 13,280 13,280 7,400 5,880 13,280 0

公約

継続 ソフトＡ ロード

- 6,250 6,250 6,250 6,250 6,250 6,250

-

継続 ソフトＡ -

- 12,500 11,200 1,871 25,571 12,500 11,200 1,871 25,571 10,000 9,000 1,571 20,571

公約

継続 ハード -

- 14,850 9,900 4,200 247 503 29,700 14,850 9,900 4,200 247 503 29,700 14,850 9,900 4,200 247 503 29,700

総合

継続 ハード -

（5,200） （840） （6,040） （5,200） （840） （6,040）
200 840 1,040 200 840 1,040 0

公約

継続 ソフトＢ -

（23,500） （12,250） （35,750） （23,380） （13,338） （36,718） （11,500） （5,750） （17,250）
11,250 11,250 10,043 10,043 5,750 5,750

-

継続 ハード -

（12,000） （12,000）
3,000 3,000 0 0

公約

継続 ソフトＢ -

公共 3,150 2,600 172 678 6,600 2,650 2,200 147 603 5,600 3,400 2,900 185 615 7,100

総合

継続 ハード -

公共 1,025 800 76 649 2,550 30,860 26,300 1,583 3,777 62,520 6,755 5,700 362 1,193 14,010

-

新規 ハード -

213
漁港施設機能保全事業

農
林
水
産
課

　漁港の管理を体系的に捉え、計画的な管理を進め、施設の長寿命化や更新コストの平準化と縮減を図るため、漁港機能保全計画に基づいて、漁港の維持管理を進める。

212
福岡県漁港等施設改修事
業

農
林
水
産
課

　老朽化した照明設備を高機能なLED照明へ切替え、就労環境改善と漁港維持管理費削減を図る。
　また、福吉漁港の防波堤上に胸壁を設置して越波を防ぎ、荒天時における港内の静穏度を確保する。

211
水産業振興補助金事業

農
林
水
産
課

　年々減少していた沿岸漁業の漁獲量が、つくり育てる漁業に取組んだ結果、横ばいに転じており、種苗放流はその中心となる事業である。さらに事業効果を高めるために、沿岸での定着
性が高く、販売価格も高い種苗を放流してきている。その結果、高齢者が容易に取り組める採貝藻、所得率の高い水産資源が確保でき、後継者育成を図るとともに豊かな食の維持につな
がっている。

210
福岡県水産業振興対策事
業

農
林
水
産
課

　作業の効率化、安全性の確保などによる労働環境の改善とコストの削減による所得の向上を図り、漁業を魅力ある職業への転換を進めるため共同利用施設を整備する。

209
水産多面的機能発揮対策
事業

農
林
水
産
課

　総合戦略の基本目標に掲げる、資源の持続と進化を図るため、水域の監視や藻場の保全などの活動を支援し、魚介類の産卵や成長を促すとともに環境の保全と豊かな食を守る。
　その結果として、水産業の生産性を高め、漁家の所得増としごとの場づくりにつなげる。

208
魚礁設置事業

農
林
水
産
課

　漁業者などとの協働によって、「水産資源の管理」と「つくり育てる漁業」を継続してきた結果、効果が表れてきている。魚礁の設置は、そのひとつの取り組みとして実施しており、沿岸域で
の漁獲量の増大にも寄与している。そこで、海洋環境の保全と漁獲量の増大をめざして魚礁を設置する。

207
林業専用道整備事業

農
林
水
産
課

間伐材の有効活用による森林保全を実行するため、木材輸送機能を強化する林業専用道を整備し、効率的な木材の搬出を促進し林業生産性の向上を図る。

206
林業成長産業化地域創出
モデル事業

農
林
水
産
課

市内及び周辺で森林資源の循環利用を図る木材のサプライチェーンを構築すると共にＩＣＴを活用した木材サプライチェーンマネジメントシステムにより定着化を図り、林業の成長産業化に
よる地域の活性化を図る。

205
森林再生プロジェクト事業

農
林
水
産
課

主伐や間伐による木材の搬出・集荷・供給のしくみの構築及び植林・育林・除伐・間伐・主伐の森林施業サイクルの復活により、働く場の確保と林業従事者の所得向上を図り、林業振興と
森林保全に寄与する。※平成31年度査定　財源内訳：その他⇒ふるさと応援基金5,880千円、森林保全基金繰入金7,400千円

204
荒廃森林整備事業

農
林
水
産
課

平成20年度からの森林環境税の創設に伴い、荒廃した森林を再生し環境の優れた森として保全する。

総合

総合

総合

2
2



国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

財源内訳 事業費
合計

事業名 課名 特色

平成31年度 平成32年度 平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ

公共 10,000 10,300 20,300 9,450 9,750 19,200 0

-

新規 ソフトＡ -

公共 20,880 4,872 7,700 477 1,371 35,300 0 0

総合

継続 ハード -

(79,750） (79,750） (70,500） (70,500） （35,000） （35,000）
94,750 15,000 109,750 83,000 12,500 95,500 41,000 6,000 47,000

-

継続 ハード -

総合 315 7,999 8,314 105 4,666 4,771 0

公約

継続 ソフトＡ ロード

（11,000） （11,000）
4,000 4,000 0 0

-

新規 ソフトＡ -

（２）商工業の振興

総合 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

公約

継続 ソフトＢ ロード

総合 8,237 8,237 8,237 8,237 8,237 8,237

公約

継続 ソフトＢ ロード

総合 3,063 3,063 3,063 3,063 3,063 3,063

公約

継続 ソフトＢ ロード

総合 1,403 1,403 0 0

公約

継続 ソフトＡ ロード

（３）観光の推進

総合 5,700 5,700 0 0

公約

継続 ソフトＡ ロード

223
いとしまブランド推進事業
（広告掲載等事業）

秘
書
広
報
課

観光入込客数や交流人口、定住希望者の拡大のため、雑誌・テレビ等の取材を誘導し、全国での糸島市の認知度の向上とブランド糸島の確立を図る。

222
いとしまマーケティングモデ
ル推進事業

秘
書
広
報
課

市内事業者等が、高まった糸島認知をビジネスチャンスとして生かす基盤を強化するため、マーケティング手法の実践モデルを展開する。

221
利子補給助成事業

商
工
観
光
課

小規模事業者の経営改善、安定化を支援することで、地域経済の活性化を図る。

220
新規起業者応援事業

商
工
観
光
課

新規に市内で起業を希望する者に様々なサポートを行い、開業に結びつけ、新たな活力を地域に呼び込む。

219
経営革新事業者補助事業

商
工
観
光
課

経営革新へのチャレンジ意欲がある中小企業者に補助することで、経営力向上を図るとともに、市内農林水産物の活用促進による市内経済の好循環を図る。

218
地域課題共同調査研究事
業

秘
書
広
報
課

少子高齢化や国際化等、社会環境の変化により糸島市が対応を迫られる地場産業の維持発展方策について調査研究を行い、活力ある糸島市の将来に資することを目的とする。

217
水産物ブランド化推進事業

農
林
水
産
課

　総務省の地域おこし協力隊事業を活用し、水産業の発展と地域の活性化につながるＰＲ活動や販路拡大、販売戦略の構築や魚しょく普及活動を通じて、水産物の消費拡大と漁家所得
の向上を図る。

216
カキ小屋整備事業

農
林
水
産
課

　カキ養殖業は、糸島の重要なブランドのひとつとなっており、特にカキ小屋は休漁が増加する冬場の水産業を支えている。その結果、カキ小屋での雇用の創出と観光客の誘致、市全域
の活性化にも大きく寄与していることから、カキ小屋の衛生面や労働環境などの向上、また各法令において、より適正な運用を図られるよう、糸島漁業協同組合が常設の施設へと転換を
計画しており、その事業に対して補助するものである。

215
漁村再生交付金事業

農
林
水
産
課

　漁船の建造にあたっては大型化（船幅）が進んでいることから、休憩岸壁が不足しています。また、荒天時（特に南風の風）には、波浪の侵入が激しく、漁船の避難場所が不足する状況
で、漁船の安全が確保できていない。これら課題を解消するため、岸壁を12ｍ延長し漁船の休憩岸壁を確保する。

214
漁港施設機能強化事業

農
林
水
産
課

　国が策定した漁港漁場長期計画の圏域計画において、生産拠点漁港に位置づけされた漁港は、重点的に地震･津波対策の強化を行うべきと定められている。内容は、大規模な地震や
津波に被災した場合、早期の復旧を促進する上で、重要度の高い防波堤や岸壁の安全性を検証するもの。

-

公約

2
3



国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

財源内訳 事業費
合計

事業名 課名 特色

平成31年度 平成32年度 平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ

総合 1,150 1,150 0 0 0

公約

新規 ソフトＡ -

総合 1,745 1,745 1,025 1,025 305 305

ロード

継続 ソフトＢ -

総合 4,111 4,111 111 4,000 4,111 55 2,000 2,055

公約

継続 ソフトＡ ロード

- 8,654 8,654 8,734 8,734 8,734 8,734

-

新規 ソフトＢ -

（４）企業の誘致と新産業の創出

公約 1,980 1,980 0 0

ロード

新規 ハード -

総合 0 1,749 1,749 0 0

ロード

継続 ソフトＡ -

1,008,531 381,653 959,900 507,6441,509,5114,367,239 850,158 330,3581,284,200 24,7521,874,9754,364,443 658,283 311,9412,703,250 14,7271,937,4955,625,696

229
ママライタースタートアップ
事業

地
域
振
興
課

居住地に制約されない就業形態であるテレワークを推進するため、子育て世代の女性に着目し、ママライターの育成を行う。

合　　計

228
九州大学サイエンスパーク
実現化事業

地
域
振
興
課

九州大学隣接部により早期にサイエンスパークの設置を実現化する。

227
観光案内・情報発信業務
委託事業

商
工
観
光
課

長期総合計画後期基本計画の施策「観光情報の積極的な発信、提供を行う」に基づき、観光情報の収集・発信・窓口案内を一元的に行うことで、観光誘客の増、周遊の促進、観光満足度
の向上を目的とする。

226
地域おこし協力隊（観光）
事業

商
工
観
光
課

　本市観光窓口には、外国人観光客が増えつつあるが、多言語に対応可能な人材が不足しているため、案内に支障を来している。また、糸島市の認知度を上げるためのタイムリーな多言
語観光情報の発信ができておらず、多言語の観光情報案内素材も充実していない。そこで、多言語による窓口対応、情報発信業務に従事する地域おこし協力隊員を任用し、インバウンド
強化を図る。

225
観光大使事業

商
工
観
光
課

得意分野を生かした国内外への効果的な情報発信による観光入込客の増加

224
外国人観光客観光情報発
信事業

商
工
観
光
課

福岡市を玄関口に多数来訪しており、滞在時間と消費額の高い外国人観光客をターゲットに情報発信を行う。
海外に対して糸島市の観光地としての認知度を高め、入込客数の増加及び市内観光消費額の増加を図る。

2
4



1,008,531 381,653 959,900 507,6441,475,4404,333,168 850,158 330,3581,284,200 24,7521,874,9754,364,443 658,283 311,9412,703,250 14,7271,937,4955,625,696

【水道事業会計】

国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

（５）上下水道などの整備

公共 80,700 16,190 186,579 283,469 55,300 16,190 180,907 252,397 4,438 78,500 24,736 202,254 309,928

-

継続 ハード -

- 69,300 18,544 87,844 47,600 16,227 63,827 85,000 20,586 105,586

-

継続 ハード -

公共 20,346 20,346 6,000 6,000 14,779 14,779

-

継続 ハード -

公共 11,844 23,000 23,000 65 57,909 23,737 57,300 57,300 156 138,493 0

-

継続 ハード -

公共 25,367 68,400 7,704 101,471 23,196 62,600 6,988 92,784 23,098 62,300 6,997 92,395

-

継続 ハード -

公共 0 0 4,884 13,100 1,554 19,538

-

新規 ハード -

37,211 241,400 39,190 233,238 551,039 46,933 222,800 73,490 210,278 553,501 32,420 238,900 24,736 246,170 542,226

37,211 0 241,400 39,190 233,238 551,039 46,933 0 222,800 73,490 210,278 553,501 32,420 0 238,900 24,736 246,170 542,226

【下水道事業会計】

国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

（４）治山・治水

公約 15,000 31,000 33,000 79,000 34,000 34,000 10,000 10,000 20,000

-

継続 ハード -

- 88,500 303,800 45,700 438,000 56,000 332,500 45,500 434,000 72,500 144,100 31,400 248,000

-

継続 ハード -

公共下水道事業（汚水管
渠整備）

下
水
道
課

生活環境の向上及び公共用水域の水質汚濁防止を目的とする。120

雨水管渠等の整備を実施し、降雨時における浸水防除を図る。

事業費
合計

4　快適に暮らすことができる安全･安心のまちづくり

112
公共下水道事業（雨水管
渠整備）

下
水
道
課

課名 特色

平成31年度 平成32年度 平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳

　災害時等における救援活動の拠点となる、避難所（学校）での断水を回避するため、各配水池から避難所（学校）までの配水管を耐震化整備し、救援活動のための水道水を確保する。

合　　計

ページ 事業名

　災害時等における医療救援活動の拠点となる、医療施設での断水を回避するため、配水池から医療施設までの配水管を耐震化整備し、救援活動のための水道水を確保する。

118
重要給水施設配水管整備
事業（避難所）

水
道
課

　連絡配水管を整備し、緊急時の水道水を確保する。
　師吉配水系と笹山配水系を連絡管で接続。緊急時に配水系統管における水道水の相互融通が可能となる施設環境を整え、水道水の安定供給を図る。

117
重要給水施設配水管整備
事業

水
道
課

　 老朽化した原水施設等の更新及び改良を行い、安全な水道水の安定供給をを図る。

116
師吉笹山配水系緊急連絡
管整備事業

水
道
課

　上水道普及率の向上を図るため、給水区域を拡張する。
　上水道施設の整備・拡充を図り水道水の安定供給を目指す。

115
原水施設更新事業 水

道
課

　水道水の安定供給等のため、老朽化した配水施設・配水管の更新、配水管の増径、新設配水管を整備する。

114
第８次拡張事業 水

道
課

財源内訳 事業費
合計

113
配水管布設事業 水

道
課

事業名 課名 特色

平成31年度 平成32年度 平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ

2
5



国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

公共 13,550 13,550 27,100 10,250 26,750 37,000 6,100 6,100 12,200

-

継続 ハード -

- 2,750 33,300 876 36,926 2,750 33,300 876 36,926 0

-

継続 ハード -

- 15,000 15,000 5,000 5,000 0

-

継続 ハード -

公共 1,200 1,200 2,400 900 2,400 3,300 550 550 1,100

-

新規 ハード -

118,250 2,750 368,100 109,326 598,426 67,150 2,750 365,800 114,526 550,226 79,150 154,100 48,050 281,300

118,250 2,750 368,100 0 109,326 598,426 67,150 2,750 365,800 0 114,526 550,226 79,150 0 154,100 0 48,050 281,300

【国民健康保険事業特別会計】

国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

（１）行財政改革の推進

- 3,426 3,426 0 0

-

新規 ソフトＡ -

3,426 3,426 0 0

118,250 2,750 368,100 0 109,326 598,426 67,150 2,750 365,800 0 114,526 550,226 79,150 0 154,100 0 48,050 281,300

【各会計合計】

国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

1,008,531 381,653 959,900 507,6441,509,5114,367,239 850,158 330,3581,284,200 24,7521,874,9754,364,443 658,283 311,9412,703,250 14,7271,937,4955,625,696

37,211 0 241,400 39,190 233,238 551,039 46,933 0 222,800 73,490 210,278 553,501 32,420 0 238,900 24,736 246,170 542,226

118,250 2,750 368,100 0 109,326 598,426 67,150 2,750 365,800 0 114,526 550,226 79,150 0 154,100 0 48,050 281,300

0 0 0 0 3,426 3,426 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1,163,992 384,4031,569,400 546,8341,855,5015,520,130 964,241 333,1081,872,800 98,2422,199,7795,468,170 769,853 311,9413,096,250 39,4632,231,7156,449,222総　　計

各会計

一般会計

下水道事業会計

国民健康保険事業特別会計

水道事業会計

平成31年度 平成32年度 平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

システム導入により、レセプト（診療報酬明細）【医科・歯科・調剤】点検の効率化、効果の向上を図る。

合　　計

６　経営感覚を持った持続可能なまちづくり

173
レセプト内容点検システム
導入事業

国
保
年
金
課

平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ 事業名 課名 特色

平成31年度 平成32年度

特定環境保全公共下水道
事業（処理施設長寿命化）

下
水
道
課

　耐用年数を経過した下水施設全体の内、劣化等が激しい施設の長寿命化を図り施設の効率的な維持管理を行う。

合　　計

農業集落排水事業
下
水
道
課

農村地域における生活環境の向上及び農業用水域の水質汚濁防止を目的とする。

125

個別排水処理施設整備事
業

下
水
道
課

生活環境及の改善、自然環境の保全を図る。

124

公共下水道事業（処理施
設長寿命化）

下
水
道
課

　耐用年数を経過した下水施設全体の内、劣化等が激しい施設の長寿命化を図り施設の効率的な維持管理を行う。

123

121

特色

平成31年度 平成32年度 平成33年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ 事業名 課名
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